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（１） 研究集会名：第 58 回アメリカ血液学会年次総会  

 
（２） 発表題目名：Late Adherent Subpopulation in Umbilical Cord Blood Has the Same 

Characteristics and Hematopoiesis-Supporting Capacity As Mesenchymal 
Stromal/Stem Cells  

 
（３） 発表者：藤井 紀恵  

 
（４） 学会の概要 

ASH Annual Meeting and Exposition は米国血液学会が主催する年次学術総会であ

り、世界で最も権威ある血液学会として国際学会と位置づけられる重要な学会

です。平成 28 年 12 月 2 日から 12 月 6 日までサンディエゴで開催された同学会

では充実した Education Programs や世界中の研究者から発表される最新の基礎

的研究、臨床試験の結果を通して、研究者として必要な基本的知識のみならず、

論文未発表の新しい知見を得ることができました。 
 

（５） 発表の概要 
MSC は主に骨髄から分離される。骨髄細胞からフィコール液を用いて単核球層

を分離し、培地に浮遊してプラスティックディッシュに播種する。そして、24
時間後までに浮遊細胞を除去して、接着細胞のみを培養するとコロニーを形成

する MSC が得られる。私たちは、さい帯血細胞が成体の骨髄細胞と比較して

未熟であり、接着性が弱いことに着目し、そのような細胞の中に MSC が含ま

れているとの仮説の元に検討を行った。今回の研究では、さい帯血細胞から得

た単核球層の細胞を、最大 5 週間にわたって培養することで、浮遊細胞中に含

まれる MSC を継続的に接着法で分離可能であることを明らかにした。得られ

た細胞は CD90,CD73, CD105 を発現し、MSC としての重要な特性である骨細

胞、軟骨細胞および脂肪細胞への多分化能を示した。さらに、CD34 陽性造血

幹前駆細胞との共培養実験において、効果的に造血細胞を増幅させることを示

した。以上の研究成果は、分娩時に排出され、非侵襲的得られるさい帯血細胞

中に含まれる MSC を効率的に分離するセルプロセシング技術の新規開発によ

って医学的に貢献するのみならず、移植医療のために供されたさい帯血の約

90%が医療廃棄物として利用されること無く破棄されている現状において、そ

のようなさい帯血が MSC の供給源として利用可能であることを示し，社会的

にも貢献するものである。 
    

（６） 発表の成果 
本発表はポスターセッションで行いました。多くの参加者に関心をもって頂き

約 2 時間のプレゼンテーション中非常に多くの質問や貴重な意見を頂きました。



中でもさい帯血からの MSC 分離方法について多くの先生方が興味を持たれま

した。また実験のアイディアについてお褒めの言葉も頂きました。さまざまな

質問や意見を頂き、今回の発表について一定の評価を頂くことで、今後実験を

進めるうえで大きな自信につながりました。臍帯血バンク制度の整っている日

本において臍帯血バンクの基準に満たないさい帯血を有効利用する方法を確立

することは非常に重要であると実感いたしました。 
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